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平
成
二
十
年
正
月
明
け
に
、
前

町
長
が
逮
捕
さ
れ
、
再
建
団
体
転

落
の
危
機
が
叫
ば
れ
、
開
発
公
社

の
不
明
瞭
な
運
営
が
顕
在
化
し
、

約
九
億
円
に
の
ぼ
る
公
社
借
金
を

町
が
債
務
保
証
す
る
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ

う
に
元
課
長
に
よ
る
水
道
加
入
金

の
不
正
が
発
覚
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
新
町
長
が
誕
生
し
、

議
員
定
数
の
削
減
（
一
二
名
か
ら

八
名
へ
）
と
町
会
議
員
選
挙
で
の

新
議
員
の
誕
生
を
得
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。 

 

報
告
で
は
平
成
二
十
一
年
度
で

累
積
赤
字
が
解
消
し
た
（
町
広
報

よ
り
）
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
は
一
定
の
評
価
を
し
て
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

但
し
、
国
民
健
康
保
険
や
行
政

組
合
な
ど
の
基
金
か
ら
の
借
入
金

合
計
二
億
数
千
万
が
残
っ
て
お

り
、
一
方
幾
つ
か
の
未
解
決
の
裁

判
事
項
な
ど
が
横
た
わ
っ
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

高
取
町 
累
積
赤
字
が
解
消 

 
 

 
 

町
行
政
に
一
定
の
評
価
も
、
改
革
道
半
ば 

 

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日
に
、

町
長
に
対
し
て
公
開
質
問
状
と
提

言
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
九
月
二

十
二
日
付
け
で
町
長
よ
り
回
答
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
掲
載

し
ま
す
。 

 Ⅰ

．
元
課
長
の
退
職
金
返
納
の
状
況 

（
特
別
負
担
金
約
五
百
万
円
） 

 

元
事
業
課
長
に
対
す
る
裁
判
で

禁
錮
以
上
の
刑
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
り
、
退
職
手
当
返
納
に
関
す

る
手
続
き
が
生
じ
て
お
り
、
本
町

と
し
て
は
、
こ
の
判
決
を
受
け
退

職
手
当
の
支
払
者
で
あ
る
奈
良
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
管
理
者
宛

に
判
決
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出

し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
総
合

事
務
組
合
は
、
本
人
に
退
職
手
当

の
返
納
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
元

課
長
の
代
理
人
弁
護
士
よ
り
破
算

手
続
き
を
開
始
し
て
い
る
旨
の
連

絡
が
入
り
、
八
月
上
旬
に
奈
良
地

方
裁
判
所
葛
城
支
部
よ
り
総
合
事

務
組
合
に
破
産
債
権
届
出
書
が
届

き
、
九
月
中
に
意
見
書
を
提
出
す

る
予
定
で
す
。
な
お
、
破
産
手
続

き
の
見
通
し
と
し
て
は
、
今
年
中

に
解
決
す
る
予
定
で
す
。 

 Ⅱ

．
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
水
道
加
入

金
未
納
分
の
業
者
と
の
話
し
合
い

の
状
況
（
三
千
三
百
万
円
） 

 

現
在
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
販

売
会
社
で
あ
る
三
和
住
宅
と
の
間

に
新
た
に
協
定
書
を
交
わ
す
よ
う

調
整
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
協
定

書
が
締
結
で
き
次
第
未
納
分
の
一

部
を
町
の
上
水
道
事
業
会
計
に
納

入
す
る
予
定
で
す
。 

（
※
裏
面
に
関
連
記
事
あ
り
） 

 
 

Ⅲ

．
前
町
長
の
損
害
賠
償
状
況 

（
三
千
万
円
） 

 

平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
に

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
に
訴

状
を
提
出
し
、
第
一
回
期
日
（
口

頭
弁
論
）
が
平
成
二
十
二
年
三
月

二
十
四
日
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在

は
第
四
回
期
日
（
弁
論
準
備
）
が

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日
に
終
了

し
係
争
中
で
す
。 

 

四
．
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
効
力 

 

条
例
が
施
行
（
平
成
二
十
二
年

四
月
一
日
付
）
さ
れ
て
以
降
、
本

条
例
が
対
象
と
な
る
新
規
事
業
が

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
具
体
例

を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
条
例
附
則
二
に
、
こ
の
条
例

施
行
の
際
、
現
に
施
行
さ
れ
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例

の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
カ

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
適
用
す
る

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
該

当
す
る
事
業
は
市
尾
大
字
に
県
が

土
砂
処
分
場
と
し
て
登
録
し
て
い

る
事
業
現
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
現
時
点
（
平
成

二
十
二
年
九
月
二
十
一
日
現
在
）

に
お
い
て
事
業
主
か
ら
事
業
許
可

申
請
書
が
出
て
い
な
い
の
で
、
九

月
末
日
を
持
っ
て
事
業
の
継
続
は

不
可
能
と
な
り
ま
す
。
町
内
の
目

に
付
く
土
砂
盛
り
は
条
例
に
基
づ

く
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

現
状
放
置
を
黙
認
す
る
の
で
は
な

く
、
関
係
法
令
及
び
施
策
に
よ
る

安
全
対
策
を
積
極
的
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。 

 
 
 
 

各
種
裁
判
の
状
況
と
見
込
み
（
方
針
） 

★
売
買
代
金
返
還
請
求
事
件 

 

平
成
十
九
年
十
一
月
五
日
に
奈

良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
に
訴
状

を

提
出

し
、
第

一

回
期

日
（
弁

論
）
が
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
第

十
八
回
期
日
（
弁
論
準
備
）
が
平

成
二
十
二
年
九
月
八
日
に
終
了

し
、
係
争
中
で
す
。 

 

★
債
務
不
存
在
確
認
請
求
事
件 

 

平
成
二
十
年
十
一
月
十
二
日
に

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
に
訴

状
が
提
出
さ
れ
、
第
一
回
期
日

（
口
頭
弁
論
）
が
平
成
二
十
一
年

一
月
十
六
日
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

現
在
は
第
十
一
回
期
日
（
弁
論

準
備
）
が
平
成
二
十
二
年
八
月
三

十
日
に
終
了
し
係
争
中
で
す
。 

（
裏
面
へ
続
く
） 

 

本
町
の
し
尿
処
理
費
用
に
つ
い

て
は
、
平
成
一
九
年
二
月
か
ら
海

洋
投
棄
が
全
面
禁
止
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
熊
本
県
天
草
市
の
陸
上

処
理
施
設
に
移
行
す
る
事
と
な
っ

た
為
、
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の

間
、
ト
ン
当
り
四
万
九
百
五
十
円

で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
三

月
、
植
村
町
長
が
就
任
し
交
渉
の

結
果
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
は

ト
ン
当
り
三
万
五
千
円
、
平
成
二

十
一
年
四
月
か
ら
は
三
万
一
千

円
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
は

二
万
円
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
約
二
分
の
一
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
委
託
業
者
の
役
員
等
の
不
祥

事
が
発
生
し
た
た
め
、
委
託
契
約

を
更
新
せ
ず
、
平
成
二
十
三
年
四

月
か
ら
は
、
橿
原
市
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
し
尿
処
理

業
務
に
つ
い
て
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
委
託
処
理

料
は
、
ト
ン
当
り
一
万
二
千
円
で

運
搬
経
費
等
を
含
め
費
用
は
ト
ン

当
り
一
万
五
千
五
百
円
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
で
総
額

約
一
億
一
千
万
円
の
経
費
削
減
が

実
現
致
し
ま
し
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
初
の
費

赤
字
解
消
の
原
動
力
と
な
っ
た 

 
 
 

し
尿
処
理
負
担
の
改
善 

用
に
つ
い
て
は
高
額
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
後
は
着
実
に
引
き
下
げ

て
お
り
、
ご
指
摘
の
「
し
尿
処
理
費

用
の
負
担
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。 

（
四
月
二
六
日
付 

町
長
回
答
） 

ご
意
見
番
か
ら
町
政
へ
の 

 

質
問
・
提
言
と
、
そ
の
回
答 
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ご
質
問
の
水
道
加
入
金
未
納
分

三
千
三
百
万
円
に
つ
い
て
は
、
高

取
町
と
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
販
売

会
社
で
あ
る
三
和
住
宅
と
の
間

で
、
新
た
に
協
定
書
を
締
結
す
べ

く
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
未

納
で
あ
っ
た
加
入
金
に
つ
い
て

は
、
協
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

住
宅
地
と
し
て
販
売
が
不
可
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
区
画
分
を
除
い

て
支
払
う
こ
と
で
双
方
合
意
が
成

立
し
、
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十

四
日
付
け
で
「
協
議
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
千
万

七
千
五
百
五
十
円
の
金
額
が
三
和

住
宅
か
ら
高
取
町
に
納
付
さ
れ
ま

し
た
。 

（
平
成
二
三
年
四
月
二
十
日
付
町
長
回
答
） 

 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
水
道
加
入
金
問
題 

町
と
三
和
住
宅
の
間
で
合
意 

 

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
日

に
、
町
長
に
対
し
て
公
開
質
問
状

と
提
言
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
五

月
二
十
七
日
付
け
で
町
長
よ
り
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

掲
載
し
ま
す
。 

 
○ 

質 

問 

 
高
取
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
費

用
は
、
年
間
一
億
二
九
五
五
万
七

千
円
（
平
成
二
十
一
年
調
べ
）

で
、
一
般
会
計
総
予
算
額
二
七
億

二
千
万
円
の
四
．
七
六
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
他
市
町
村
と
比
較
し

て
も
高
額
で
町
民
負
担
も
多
大
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
に
関
す
る

ゴ
ミ
処
理
基
本
計
画
や
負
担
改
善

計
画
等
に
つ
い
て
、
如
何
お
考
え

な
の
か
ご
回
答
願
い
ま
す
。 

 
 

 

○ 

町
長
回
答 

 

本
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
費
用

の
う
ち
、
南
和
広
域
衛
生
組
合
負

担
金
が
約
六
七
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
本
組

合

は

大

淀

町
、
高

取

町
、
天
川
村
、
黒
滝
村
で
構
成
し

て
お
り
、
運
営
費
並
び
に
資
本
費

を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
比
率
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
、
ご
み
の

排
出
量
割
合
に
基
づ
き
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
組
合
設
立
当
初
か

ら
高
取
町
の
負
担
割
合
が
、
他
の

町
村
に
比
べ
高
く
設
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

運
営
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
六

年
は
大
淀
町
五
〇
％
、
高
取
町
三

九
％
、
天
川
村
七
．
五
％
、
黒
滝

村
三
．
五
％
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
本
町
が
減
額
を
強
く
申
し

入
れ
た
結
果
、
徐
々
に
引
き
下
げ

ら
れ
平
成
二
十
三
年
度
は
、
二

八
％
に
な
り
ま
し
た
が
、
資
本
費

に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
三
九
％

の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
本
町
と
類
似
し
て
い
る
町

に
お
い
て
は
、
ご
み
の
委
託
費
及

び
人
件
費
と
し
て
約
八
千
四
百
万

円
の
支
出
と
な
っ
て
お
り
、
他
町

と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
高
額
で

あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
ま
せ
ん

が
、
こ
の
主
な
要
因
は
南
和
広
域

衛
生
組
合
負
担
金
で
あ
る
こ
と

は
、
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。 

 

従
い
ま
し
て
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
下
市
町
が
本
組
合
に
加
入

す
る
こ
と
に
伴
い
、
運
営
費
並
び

に
資
本
費
の
負
担
割
合
の
見
直
し

を
強
固
に
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ

の
見
直
し
案
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、

本
町
の
負
担
金
が
大
幅
に
減
額
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
町
民
負
担
に

つ
い
て
も
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま

す
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
負
担
割
合

を
決
定
す
る
管
理
者
会
議
に
お
い

て
、
本
町
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
脱
退
も
辞
さ
な
い
覚
悟
で
交

渉
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
や

改
善
計
画
等
に
つ
い
て
、
策
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
策
定
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

一
般
廃
棄
物
処
理
費
用
の 

高
額
負
担
問
題
に
つ
い
て 

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 
 

 
 

 

私
た
ち
の
町
『
高
取
』
に
協
力

し
て
共
に
生
き
る
と
の
思
い
か

ら
、
こ
の
「
協
生
」
を
創
刊
し
ま

し
た
。 

 

今
回
は
「
高
取
町
長
へ
の
公
開

質
問
と
回
答
」
を
中
心
に
、
町
民

の
皆
様
に
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
よ
り
良
い
高
取
に
な
る

為
の
議
論
の
礎
に
、
こ
れ
ら
行
政

と
の
や
り
取
り
の
記
録
が
活
用
さ

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
高
取
町
ご
意
見
番
」
で
は
逐

次
、
経
過
や
結
果
情
報
を
開
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
細

は
「
高
取
町
ご
意
見
番
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

★
貸
金
請
求
事
件 

 
平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日
に

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
に
訴

状
が
提
出
さ
れ
、
第
一
回
期
日

（
口
頭
弁
論
）
が
平
成
二
十
一
年

十
一
月
二
十
六
日
に
あ
り
ま
し

た
。 

 

現
在
は
第
六
回
期
日
（
弁
論
準

備
）
が
平
成
二
十
二
年
八
月
九
日

に
終
了
し
係
争
中
で
す
。 

 

土
地
開
発
公
社
の
所
有
地
売
却
と 

見
込
み
（
方
針
） 

 

平
成
二
十
一
年
度
は
、
福
祉
施

設
用
地
五
七
四
六
㎡
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
民
間
に
売
却
し
ま
し

た
。
し
か
し
売
買
契
約
は
締
結
し

た
も
の
の
仮
差
押
等
の
関
係
も
あ

り
、
契
約
金
額
か
ら
契
約
保
証
金

を
差
し
引
い
た
五
千
二
百
万
円
に

つ
い
て
は
未
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

仮
差
押
取
り
消
し
が
確
定
し
ま
し

た
の
で
、
今
後
解
消
で
き
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
土
地

に
つ
い
て
は
、
少
し
で
も
多
く
民

間
へ
売
却
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
よ
り
の
繰
入

金
（
一
億
四
千
四
十
万
円
）
及
び
行
政

組
合
分
担
金
取
り
崩
し
（
九
千
万
円
）

の
返
納
時
期
と
計
画 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
か
ら

の
繰
入
金
の
返
納
時
期
と
計
画
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
か
ら

十
年
計
画
で
一
般
会
計
か
ら
返
済

す
る
予
定
で
す
。
行
政
組
合
分
担

金
取
り
崩
し
の
返
納
時
期
と
計
画

に
つ
い
て
は
、
本
町
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
返
済
時
期
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

不
正
や
マ
ン
ネ
リ
を
生
ま
な
い
組
織
を
構
築

す
る
（
議
員
以
外
に
町
民
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
主
要
部
署
に
外
部
委
員
を
選
任
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
監
督
の
役
割
等
を
持
っ
て
い

た
だ
く
等
の
提
案
） 

 

不
正
や
マ
ン
ネ
リ
化
を
生
ま
な

い
組
織
に
す
る
に
は
、
職
員
の
人

事
異
動
を
定
期
的
に
行
い
、
特
定

の
職
員
が
同
じ
部
署
に
長
い
間
い

る
こ
と
等
を
な
く
し
、
絶
え
ず
職

員
が
危
機
意
識
を
持
つ
よ
う
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
を

防
止
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
ま

た
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
不
正
を
防
止
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 


